
駿河台大学同窓会ホームページ　http://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html

2014年度 同窓会総会・懇親会のご案内

地
方
支
部
会
の
ご
案
内

２
０
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長野会で開催した新年会（２月１日）

開催日：2014年5月24日（土）

場　所：〈総　会〉駿河台大学飯能キャンパス 第二講義棟14階会議室

　　 　  〈懇親会〉ホテル・ヘリテイジ飯能　（6階 ヘリテイジホール）

　　　　　　　   〒357-0038 埼玉県飯能市仲町11-21

　　 　  　　　   西武飯能ステーションビル内

時　間：〈総　会〉14時00分～　　〈懇親会〉17時00分～

　　　　13時00分よりキャンパスツアーを実施いたします。
　　　　ご希望の方は第二講義棟１階エントランスにお集まりください。

会　費：無料

　

駿
輝
祭
初
日
の
10
月
25
日（
土
）に
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
も
、
著
名

人
に
よ
る
講
演
会
や
懇
親
会（
い
ず
れ
も
参
加
無

料
）を
企
画
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
10
月
発
行
の
同
窓
会
報
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

○
同
窓
会
総
会
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
会
場

に「
名
刺
お
預
り
箱
」を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
在

学
生
の
就
職
支
援
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

名
刺
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す（
活
用
に
際
し
て
は
、
別
途
大

学
か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

現
在
、
北
海
道
・
新
潟
・
長
野
で
同
窓
会
の
地

方
支
部
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
各
地
に
お
住
い

の
皆
さ
ん
が
卒
業
後
も
母
校
や
同
窓
生
と
の
繋
が

り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
懇
親
会
等
を
企
画

し
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
窓
会
報
、
ま
た

は
各
地
に
お
住
い
の
卒
業
生
宛
て
に
郵
送
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

※
支
部
会（
懇
親
会
等
）の
開
催
希
望
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
４
年
度
同
窓
会
総
会
を
駿
河
台
大
学
飯
能

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
・
ヘ
リ
テ
イ

ジ
飯
能（
旧
飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）に
て
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
３
年
度
同
窓
会
事
業
及
び
決

算
を
報
告
し
、
２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

案
等
を
審
議
し
ま
す
。
懇
親
会
は
、
例
年
多
く
の
卒

業
生
や
教
職
員
が
集
い
、
懐
か
し
い
同
窓
の
仲
間
や

先
生
と
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
躍
中
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
近
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
施
設
も

あ
り
ま
す
の
で
、是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
同
封

の
ハ
ガ
キ
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で
返
信
く
だ
さ
い
。

昨年度の懇親会

遠方から来られる方へ：ホテル・ヘリテイジ飯能への宿泊費を、一部同窓会で
負担させていだきます。
詳細は別紙「同窓会総会・懇親会開催について（ご案内）」をご参照ください。

同窓会総会・懇親会

<北海道会>　上見国敏さん（1995年経済学部卒）
　　　　　　 〒085-0034　釧路市白金町2-3ジャルディーノ都心白金102上見ビル㈲内
　　　　　　 TEL 0154-24-3811 　 FAX 0154-24-3810
　　　　　　☆第３回北海道会を7月20日（日）北見市で開催予定です。
　　　　　　　詳細はお問い合わせください。
<新  潟  会>　廣川智志さん（1991年法学部卒）
　　　　　 　メール　dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）
<長  野  会>　樋口雄一さん（1993年法学部卒）
　　　　　 　TEL　090-3276-7929
　　　　　 　メール　sundai-nagano@answerwind.com

☆その他、支部会の立ち上げを希望する方は同窓会事務局まで
　ご相談ください。



佐々木則夫監督

沖縄県人会によるエイサー

懇親会場で卒業生にご挨拶する「しゅんた」

左から川村正幸学長、木村亮平さん、天野宏司教授

川村正幸学長より賞状と資格取得奨励金が手渡されました

　

本
学
文
化
情
報
学
部
（
現
・
メ
デ
ィ
ア
情
報

学
部
）
卒
業
生
の
、
木
村
亮
平
さ
ん
（
２
０
１
２

年
卒
業
）
が
最
難
関
試
験
の
１
つ
と
言
わ
れ
る

公
認
会
計
士
試
験
の
最
終
試
験
に
見
事
合
格
し

ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
が
公
認
会
計
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
本
学
在
学
中
に
受
講
し
た
「
簿
記
原
理
」

の
講
義
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
最
初
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
簿
記
が
次
第
に
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
公
認
会
計
士
と
い
う
仕
事
に
興
味
を

持
ち
、
１
日
10
時
間
以
上
の
勉
強
を
重
ね
て
合

格
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
０
１
３
年
12
月
17
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た

資
格
取
得
奨
励
金
授
与
式
で
は
、
川
村
正
幸
学

長
か
ら
賞
状
と
奨
励
金
が
手
渡
さ
れ
、
木
村
さ

ん
の
在
学
時
の
Ｆ
Ａ
で
あ
っ
た
天
野
宏
司
教
授

（
現
代
文
化
学
部
）
も
同
席
し
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
と
公
認
会
計
士
合
格
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
に
在
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
う

と
「
大
学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
き
っ
か

け
が
あ
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
！

講
演
会

　

２
０
１
３
年
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）、

第
27
回
駿
輝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
26
日
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
同
窓
会
・
父
母

会
共
催
の
講
演
会
を
開
催
し
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

指
導
者
の
佐
々
木
則
夫
（
さ
さ
き
の
り
お
）
氏

を
講
師
に
迎
え
、『
夢
と
出
会
い
が
力
に
・
・
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
の
監
督
と
し
て
、
２
０
１
１
年
ド
イ
ツ

Ｗ
杯
優
勝
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
銀
メ

ダ
ル
に
チ
ー
ム
を
導
い
た
佐
々
木
氏
。
東
日
本

大
震
災
と
い
う
苦
境
を
乗
り
越
え
、
大
き
な
夢

を
叶
え
る
た
め
に
は
、
様
々
な
試
行
錯
誤
と

ひ
た
む
き
な
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ト
ッ

プ
コ
ー
チ
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
す
る
佐
々
木

監
督
な
ら
で
は
の
、
選
手
達
と
の
貴
重
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
「
指
導
論
」
の
１
つ
１
つ
に
、
来
場
者

も
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
明

朗
で
親
し
み
や
す
い
監
督
の
お
人
柄
も
相
ま
っ

て
、
今
後
の
「
な
で
し
こ
」
の
活
躍
に
一
層
注

目
が
集
ま
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
あ
い
に
く
の
荒

天
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
隣
の
方
や
卒
業
生
、

在
学
生
や
ご
父
母
等
、
約
４
５
０
名
の
方
々
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懇
親
会

　

講
演
会
終
了
後
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

も
今
年
で
12
回
目
。
最
近
は
お
子
さ
ま
連
れ
で

参
加
さ
れ
る
方
も
多
く
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
懐
か
し
い
同
窓
生
や
教
職
員
と
の
懇
親

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
荒

天
に
も
関
わ
ら
ず
、
卒
業
生
を
は
じ
め
、
ご
家

族
や
ご
友
人
も
含
め
て
、
約
１
６
０
名
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恒
例
の
余
興
で
は
、「
沖
縄
県
人
会
」
の
現
役

学
生
が
エ
イ
サ
ー
（
沖
縄
で
お
盆
の
時
期
に
踊

ら
れ
る
伝
統
芸
能
）
を
披
露
し
、
歌
と
囃
子
に

合
わ
せ
て
太
鼓
の
音
が
響
く
と
、
来
場
者
も
興

味
深
そ
う
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
眺
め
て
い
ま

し
た
。

　

次
回
も
、
多
く
の
卒
業
生
に
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

是
非
母
校
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

＊
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　

資
格
取
得
を
目
指
す
卒
業
生
の
方
へ
。
専
門

学
校
に
遜
色
な
い
講
義
内
容
を
、
通
い
慣
れ
た

飯
能
キ
ャ
ン
パ
ス
で
受
講
で
き
る
「
キ
ャ
リ
ア

カ
レ
ッ
ジ
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
本
学
の
在
学
生
・
卒
業
生
限
定
。
開
講
日
、

申
込
期
日
は
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

対
象
資
格
：
宅
建
・
日
商
簿
記
検
定
３
級
・
介

護
職
員
初
任
者
研
修
・
医
療
事
務
等

問
い
合
せ
：
駿
河
台
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
３
１

＊
公
開
講
座

　

駿
河
台
大
学
の
「
公
開
講
座
」
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

昨
年
よ
り
卒
業
生
は
次
の
３
つ
の
講
座
が
無

料
で
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彩
ふ

る
さ
と
喜
樂
学
・
市
民
の
大
学
・
英
語
講
座
（
こ

れ
以
外
の
講
座
は
一
般
と
同
じ
料
金
で
す
。）
お

申
し
込
み
の
際
に
、
卒
業
生
で
あ
る
旨
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
駿
河
台
大
学
地
域
連
携
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
２
‐
９
７
２
‐
１
１
８
１

卒
業
生
が
公
認
会
計
士
試
験
に

合
格
し
ま
し
た
！

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

卒
業
生
の
学
び
を
応
援
し
ま
す

公式マスコットキャラクター「しゅんた」誕生！
　昨年の駿輝祭では、本学初の公式マスコットキャラクター

「しゅんた」がお披露目となりました。キャラクターデザイ

ンは４３点の応募作品の中から選考し、メディア情報学部

１年、川合清香さんの作品が選ばれました。

　「しゅんた」は、大学ロゴマークの鳥をモチーフに、緑が

あふれる自然豊かなキャンパスをコンセプトに作られまし

た。今後は、学内外で広く愛されるキャラクターとして定

着するよう、さまざまな広報の場で活躍していく予定です。

部

が

定



駿大スポーツ
主なスポーツ公認団体の2013年度大会結果を報告します。
最新情報は随時大学ホームページに掲載いたしますので、
皆さまのご声援をお願いいたします！

●第61回全日本学生剣道選手権大会出場（法3年・西守）
●関東学生剣道新人戦大会ベスト16

●関東学生ホッケー1部春季・秋季
　リーグ戦共に準優勝
●第32回全日本大学ホッケー王座決定
　戦ベスト４
●第35回全日本学生ホッケー選手権
　大会ベスト８

●NHK杯全日本カヌースラローム競技大会9位（メディア1年・小倉）、
　女子優勝（現代4年・矢澤）、5位（現代4年・寺垣）
●第68回国民体育大会カヌースラ
　ローム・カヤックシングル女子優勝
●カヌースラロームジャパンカップ年間
　総合ランキング女子1位（現代4年・寺垣）
●カヌースラロームワールドカップ
　第4戦、5戦共に女子33位
　（現代4年・矢澤）

●埼玉県大学サッカー２部リーグ戦優勝、
　入替戦敗戦のため２部残留

●東京新大学野球連盟春季2部リーグ戦準優勝、秋季リーグ戦３位

●関東学生ホッケー１部春季リーグ戦準優勝、秋季リーグ戦３位
●第32回全日本大学ホッケー王座決定戦ベスト8（初出場）
●第62回全日本学生ホッケー選手権大会ベスト４
●第87回全日本男子ホッケー選手権大会初出場

●関東大学リーグ４部準優勝、
　入替戦勝利により３部昇格

●第92回関東学生陸上競技対校選手権大会
　男子2部:100m5位（現代3年・三浦）、400m3位（法3年・中野）、4×100mR4位、4×400mR2位（大会記録）
　女子1部:100m6位（現代1年・塩谷）、200m2位（現代1年・塩谷）、4×100mR6位
●第97回日本陸上競技選手権大会男子400m出場（現代4年・建田）
●第82回日本学生陸上競技対校選手権大会女子200m5位（現代1年・塩谷）
●第29回日本ジュニア陸上競技選手権大会女子100m3位（現代1年・塩谷）

●第90回箱根駅伝予選会２５位　
●第12回奥むさし駅伝競走大会
　Aチーム６位、Ｂチーム23位

※箱根駅伝予選会や奥むさし駅伝で
選手の応援に活躍したのぼり旗は、
同窓会で購入させていただきました。

●関東学生ハンドボール連盟2部
　リーグ戦春季・秋季ともに準優勝
●東日本学生ハンドボール選手権大会
　ブロック優勝
●全日本学生ハンドボール選手権大会
　初出場

●日本フロアボール学生選手権大会
　女子初優勝
●2013女子世界フロアボール選手権
　大会（本学より6名参加）

剣道部

女子ホッケー部

カヌー部

サッカー部 硬式野球部

男子ホッケー部ラグビー部

陸上競技部

ハンドボール部 駅伝部

ユニバーサルホッケー部

　大会に先立ち、2月10日（月）
に本学第2講義棟15階レセプ
ションルームにおいて鈴木選手の
壮行会が開催されました。山﨑
善久理事長や大久保勝飯能市長
をはじめ、同窓会役員、報道陣を
含めた約130名が出席し、熱い
エールを送りました。鈴木選手
は、これまで寄せられた支援に感謝を述べ、「プレッシャーに負け
ずメダルが取れるように頑張りたい」と力強く宣言しました。

　鈴木猛史さん（2011年文化情報学部卒）がソチ・パラリン
ピックのアルペンスキーに出場し、3月8日（土）の「滑降」で銅
メダルを、13日（木）の「回転」で金メダルを獲得する快挙を成
し遂げました。前回「大回転」で銅メダルを獲得したバンクー
バー大会に続き、2大会連続のメダル獲得となります。14日
（金）に行われたメダルセレモニーで念願の金メダルを手にし

た鈴木選手は、世界中の
メディアの取材に対し「早
く両親にメダルをかけて
あげたい」と家族への感謝
の気持ちを述べました。

壮行会を開催しました！

多くの応援メッセージが寄せられました

駿河台大学体育課職員　鈴木猛史さん祝 ソチ・パラリンピック金・銅メダル獲得！



　第27回駿輝祭において、特

に優れた展示や発表を行ったゼ

ミナールを表彰する「理事長賞」

「学長賞」「同窓会長賞」の表彰

式が、昨年12月12日（木）、学

生支援課内で行われました。

同窓会長賞には、ホームカミングデー来場者へ

のアンケートの結果、最も投票数の多かった原

ゼミナールが選ばれ、同窓会より表彰状と賞金

が贈呈されました。

理事長賞：狐塚賢一郎ゼミナール

「揉み屋もみもみ（スポーツマッサージ）」

学長賞：平井純子ゼミナール

「アロマオイルを使ったハンドマッサージ」

同窓会長賞：原聰ゼミナール「狭山事件の再検証」

※ 次に投票数の多かった市川紀子ゼミナールに

同窓会賞が、平井・松平・狐塚ゼミナールに奨

励賞が贈られました。

　

２
０
１
４
年
３
月
18
日
（
火
）、
第
24
回
卒

業
式
及
び
コ
メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
祝

賀
・
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
）
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
本
学
を
巣
立
っ

て
行
っ
た
卒
業
生
９
７
５
名
を
同
窓
会
は
新
た

に
会
員
と
し
て
迎
え
、
今
後
も
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
中
に
退
職
さ
れ
た
先
生
方
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〈
法
学
部
〉
竹
内
俊
雄
教
授
・
伊
藤
行
紀
教
授
・

辻
雄
一
郎
准
教
授
、〈
経
済
経
営
学
部
〉
林
好
雄

教
授
・
狩
谷
求
教
授
、〈
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
〉

加
藤
修
子
教
授
・
小
林
侔
史
教
授
、〈
現
代
文

化
学
部
〉R

.S
a
w
a
za
ki

准
教
授
・
長
谷
川
順

一
郎
教
授
・
檜
皮
貴
子
准
教
授
、〈
情
報
処
理

教
育
セ
ン
タ
ー
〉
平
野
貴
大
助
教

報
告 

市
川
敦
士
さ
ん　
　

（
１
９
９
８
年
法
学
部
卒
）

　

２
０
１
３
年
11
月
26
日（
土
）
に
、
栃
木
県
那

須
郡
那
珂
川
町
の
那
須
小
川
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
コ
ン
ペ
を
開
催
致
し
ま
し

た
。向
寒
の
心
地
よ
い
気
候
の
中
、卒
業
生
11
名
・

現
役
生
５
名
に
加
え
、
ゴ
ル
フ
部
顧
問
の
松
平

先
生
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
合
計
17
名
に

て
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
会
に
は
約
80
名
の
卒

業
生
が
お
り
ま
す
。
卒
業
生
相
互
の
懇
親
を
目

的
に
年
２
回（
春
・
秋
）
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
さ
ら
に
現
役
ゴ
ル
フ
部
員
の
有
志
に
も

参
加
を
し
て
も
ら

う
事
で
交
流
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合
や

現
住
所
の
関
係
で

参
加
が
で
き
な
い

卒
業
生
も
多
く
お

り
ま
す
が
、
今
後

も
継
続
的
に
開
催

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
学
名
誉
教
授 

本
間
浩（
ほ
ん
ま
ひ
ろ
し
）

先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
２
０
１
３
年
５
月

10
日（
金
）に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
謹

ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第27回駿輝祭
ゼミ展示の表彰式
が行われました

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

同
窓
会
主
催
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
ま
し
た

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

平
成
25
年
度
卒
業
式（
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
）が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

同
窓
会
事
務
局
よ
り

原ゼミナールの代表学生
テーマについてよく調査し、自分の言葉で
発表する姿勢が評価されました。

手前の列の一番右が市川さん

菩
提
樹
賞

法
学
部
法
律
学
科

内
野　

槙
二

埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校
出
身

小
板　

訓
子

埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身

菅
原　

裕
太

岩
手
県
立
一
関
第
二
高
校
出
身

鈴
木　

千
秋

埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身

中
島　

真
耀

日
本
大
学
第
三
高
校
出
身　
　
　

星　
　

明
穂

新
潟
県
立
長
岡
大
手
高
校
出
身

本
田　

詩
織

東
京
都
立
練
馬
高
校
出
身

村
上　

豊

東
京
都
立
小
平
南
高
校
出
身

森
川　

真
也
子

埼
玉
県
立
鴻
巣
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

金　
　

清
奎

高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

W
U SH

A
N
SH
A
N

留
学
生
・
中
国

佐
藤　

柊

東
京
都
立
久
留
米
西
高
校
出
身

佐
藤　

悠
二

東
京
都
立
練
馬
高
校
出
身

田
辺　

和
也

新
潟
県
立
柏
崎
常
盤
高
校
出
身

袴
塚　

昌
央

埼
玉
県
立
朝
霞
西
高
校
出
身

M
A
I TUN

G
LIN
H

留
学
生
・
ベ
ト
ナ
ム

八
巻　

茜

福
島
県
立
橘
高
校
出
身

吉
永　

綾

福
岡
女
学
院
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

W
A
N
G
 H
O
N
G
LI

留
学
生
・
中
国

舘
野　

聖
美

茨
城
県
立
境
高
校
出
身

中
條　

友
里
恵

群
馬
県
立
富
岡
東
高
校
出
身

蛭
間　

誠

埼
玉
県
立
所
沢
高
校
出
身

渡
辺　

真
理
子

新
潟
県
立
新
潟
翠
江
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

池
田　

美
咲

新
潟
産
業
大
学
附
属
高
校
出
身

篠
﨑　

美
沙

東
京
農
業
大
学
第
二
高
校
出
身

新
井
田　

史
子

東
京
都
立
石
神
井
高
校
出
身

森
脇　

雅
人

駿
台
甲
府
高
校
出
身　
　
　
　
　

心
理
学
部
心
理
学
科

小
山　

愛

新
潟
県
立
直
江
津
高
校
出
身

佐
藤　

い
づ
み

東
京
都
立
清
瀬
高
校
出
身

塚
田　

桃
子

新
潟
県
立
新
井
高
校
出
身

藤
原　

紅
美

秋
田
県
立
能
代
高
校
出
身

答
辞

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

小
池　

厚
美

山
梨
県
立
北
杜
高
校
出
身

総
代

法
学
部
法
律
学
科

浅
倉　

雄
大

東
京
都
立
中
野
工
業
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

佐
藤　

太
郎

福
島
県
立
須
賀
川
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

土
田　

紗
也

埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

藤
井　

真
奈
美

埼
玉
県
立
小
川
高
校
出
身

心
理
学
部
心
理
学
科

豊
島　

達
朗

埼
玉
県
立
志
木
高
校
出
身

優
秀
賞

法
学
部
法
律
学
科

辺
見　

香
織

埼
玉
県
立
入
間
向
陽
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

伊
海　

拓
哉

日
本
放
送
協
会
学
園
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

小
池　

恵
加

埼
玉
県
立
越
谷
南
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

G
U
O
 W
E
N
X
IA

留
学
生
・
中
国

心
理
学
部
心
理
学
科

黒
岩　

知
里

長
野
女
子
高
校
出
身

特
別
賞

ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
文
化
活
動
・

課
外
活
動
に
お
け
る
活
躍

法
学
部
法
律
学
科

望
月　

寅
雄

狭
山
ケ
丘
高
校
出
身

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科

新
井　

達
也

埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
出
身

石
原　

大
地

富
山
県
立
石
動
高
校
出
身

岩
本　

一
志

東
海
大
学
菅
生
高
校
出
身

大
河
原　

雄
輝

埼
玉
県
立
富
士
見
高
校
出
身

大
野　

修
一

埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
出
身

佐
々
木　

拓
郎

利
根
沼
田
学
校
組
合
利
根
商
業
高
校
出
身

割
栢　

章

福
島
県
立
修
明
高
校
出
身

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

W
ANG DONGZHE

留
学
生
・
中
国

大
山　

千
里

秋
田
県
立
羽
後
高
校
出
身

河
内　

翔
哉

埼
玉
県
立
豊
岡
高
校
出
身

上
地　

正
啓

昭
和
鉄
道
高
校
出
身

森
下　

功
喜

埼
玉
県
立
新
座
高
校
出
身

現
代
文
化
学
部
現
代
文
化
学
科

青
木　

翔
太
郎

明
星
高
校
出
身

宇
佐
美　

聡
洋

浦
和
学
院
高
校
出
身

大
島　

信
樹

明
法
高
校
出
身

大
野　

景
子

埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身

高
山　

和
馬

栃
木
県
立
鹿
沼
東
高
校
出
身

建
田　

勇
太

広
島
県
立
広
島
皆
実
高
校
出
身

田
中　

菜
々
美

鳥
取
県
立
八
頭
高
校
出
身

手
塚　

あ
ゆ
み

栃
木
県
立
今
市
高
校
出
身

引
木　

智
徳

岩
手
県
立
沼
宮
内
高
校
出
身

村
田　

大
輔

駿
台
甲
府
高
校
出
身

矢
澤　

亜
季

東
野
高
校
出
身

矢
部　

光
介

岐
阜
県
立
岐
阜
各
務
野
高
校
出
身

吉
野　

裕
貴

浦
和
学
院
高
校
出
身

和
田　

海
斗

駿
台
甲
府
高
校
出
身

心
理
学
部
心
理
学
科

太
田　

聡
司

浦
和
実
業
学
園
高
校
出
身

K
IM
 Y
E
O
N
A
H

留
学
生
・
韓
国

鈴
木　

弦
太

埼
玉
県
立
所
沢
西
高
校
出
身

鳴
海　

竜
人

昭
和
第
一
学
園
高
校
出
身

水
野　

雄
太

清
水
国
際
高
校
出
身

平
成
25
年
度
答
辞 

・ 

総
代 

・ 

各
賞
受
賞
者
一
覧


